
学生の学修時間・学修行動の把握 

 

＜結果の概要＞ 

2021 年度と 2020 年度の自宅学習時間（授業に関する勉強）を比較すると、「4 時間以下」が約

50%から 60%に増え、「10 時間～14 時間」および「15 時間以上」が減少した。 

要因として、2021 年度はコロナ禍によるオンライン授業（オンデマンド配信型）が減り、対面

授業が主流になったため、オンライン授業の出席として課される課題が減ったことが考えられる。 

自宅学習時間を増やすことが課題として挙げられる。科目毎にどの程度課題を出しているか、

授業評価アンケートにおいて科目別の自宅学習時間を把握し、学生の自宅学習を促す取り組

みを検討する必要がある。 

 

 

2021 年度の結果 

・1 年生 

 

 



 
 

・2 年生 

 

 



 
 

2020 年度の結果 

・1、2 年生 

 

 



 


